Graduate School of Art and Design by 秦 正徳
8 富山大学 芸術文化学部紀要　第6巻　平成24 年2月:
設置背景
　世界経済は、大きな転換期を迎え、成長の中心が欧米
や日本などから中国やインドなどの新興国に移り、日本
を含む先進国は成長経済から成熟経済に移行し始めてい
ます。同時に、日本では、これまで経験したことのない
人口減少および少子高齢化時代の到来にともない地域の
経済・文化の衰退が進行しつつあります。
　人口減少社会における個人消費の動向として、こだわ
りや個人の趣味を判断基準とする少量多品種生産が大き
なトレンドとして現れています。さらに、文化やアート
を活用した、デザイン性をより高めた商品の増加や新し
い生活スタイルの提案に基づく販売等、創造性豊かな感
性を重視した高付加価値化への取組みが一般化しつつあ
ります。 
　このような情勢下で、どのようにして日本のまた富山
県の繁栄を維持していくのかに対する答えの一つに、
『社会の創造性を強化する』ことが挙げられます。
　日本の文化水準や創造性の高さを勘案すると、クリエ
イティブ産業は新たな成長産業として日本の経済成長に
貢献すると考えられています。例えば、美術大学で学ん
だ一人の青年ジョナサン・アイブがiMacやiPodといった
製品を生み出すことで世界にコミュニケーション革命を
起こしたように、近年、世界的企業では新製品・新技術
のイノベーション戦略にアートやデザインが積極的にか
かわっており、アートやデザインの重要性が、これまで
以上に認識されはじめています。
　こうした背景から、文化や価値観の違いを理解し人々
の思いを深く知り、異文化への理解力や共感力を持ち芸
術文化を創造する人材、地域を大切にし、多様性を大切
にする感性豊かな芸術文化を先導する人材の育成が強く
求められているのです。
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設置目的
　富山大学芸術文化学研究科（以下研究科）は、総合芸
術を基盤とした人間の文化活動全般を教育研究の対象と
します。独自の表現法とその成果の社会的活用という観
点から、多角的研究手法による実践的研究を行います。
これからの社会において、学芸の深化を実現させる教育
研究を通し、芸術の成果を活用して心豊かな地域文化を
創生するために、先導的役割を担う人材を養成すること
によって社会の創造性を強化することを設置目的としま
す。
教育目標
　研究科の教育目標は、伝統文化を起点としたものづく
りの体系を深め、国際的視座に立ち、普遍的・歴史的・
地域的な固有の視点と専門知識の深化及び地域の諸問題
に対する実践的な教育を行うことです。
アドミッションポリシー
　芸術の成果を活用して、心豊かな地域文化の創生に挑
戦しようと志している、
● 芸術に関する基礎的な表現手法あるいは知識が形成さ
れている人
● 芸術文化に関わる独自の感性を深化させたい人
● 心豊かな地域や社会を具体的に提案することに意欲を
持って取り組める人
● これからの社会の担い手を目指す人
教育目標
　本研究科の教育目標は、伝統文化を起点としたものづ
くりの体系を深め、国際的視座に立ち、普遍的・歴史
的・地域的な固有の視点と専門知識の深化及び地域の諸
問題に対する実践的な教育を行うことです。
養成する人材像
　設置目的に挙げた「先導的役割を担う人材」には、高
度な専門職業人として次の能力が求められます。
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● 文化や価値観の違いの理解と論理的思考力
● 芸術の成果を具体的に表現できる創造力・表現力
● 芸術の成果を伝統技術に立脚して具体化できる制作力
● 問題解決に向けた具体的な企画調整力
● 地域文化とその多様性を尊重する発想力
● 社会における先導的役割を担える実践力
　学部では、幅広い教養と芸術文化を中核とした基礎的
能力を修得します。学部で培った基礎の上に本研究科で
は、学芸の深化を実現することによって、以上の6つの
専門的能力を組み合わせ、複眼的視野を有する創造性豊
かな高度専門職業人を養成します。具体的にはこれから
の社会を先導する次の3つの人材像に象徴される高度な
専門的職業人を養成します。
● 新世代の芸術文化を担うアーティスト
● クリエイティブな産業のコーディネーター
● 新たな地域文化のリーダー
カリキュラムの概要
　本研究科では、芸術文化学における多様な造形表現、
芸術の普遍的価値などの基本的視野を持たせるための共
通科目を、また、伝統文化を起点とした創造性を深化さ
せるべく「造形表現」「工芸」「建築・デザイン」「芸
術文化論」の科目群を開設し、学生の目標に応じて科目
群を横断して構成した履修計画により教育を進めます。
学部教育の学問体系は継承し連続性を保ちつつも、科目
群を横断する教育研究体制を可能として、高度専門職業
人の養成を担います。科目群は次のような特徴を持って
います。
●造形表現　科目群
　平面、立体造形及びメディアアート制作などの多様な
芸術的表現に関する科目で構成
●工芸　科目群
　工芸の持つ、素材、用途、美的感性、造形感覚、加工
技術、様式、独自性などのバランスを深く学び、自らの
アイデンティティーを核として世界に通用する価値の創
出に関する科目で構成
●建築・デザイン　科目群
　多様なデザイン表現力、生活環境としてのデザイン・
建築・まちづくりの総合的な企画調整力、伝統文化の再
生や地域創生、クリエイティブな産業に関する科目で構
成
●芸術文化論　科目群
　世界、日本、地域、人間というように芸術を身近な場
へと視点を移動させることによる普遍的価値観、伝統文
化を起点とした地域の芸術文化理論に関する科目で構成
　これらの科目群は、学部との接続を容易に理解するた
めの専門科目の括りであり、履修上の指針とするもので
あって、コース制のように修了までの学生の所属として
設けていません。学生は自らの課題研究テーマや目標に
応じて指導教員の指導の下に、主体的に履修科目を選択
することにより、特定の科目群を中心に深めることも、
複数の科目群から横断的に履修することも可能としてい
ます。
　本研究科の学生は、研究科の基幹となる共通科目を選
択必修として履修することで、普遍的・歴史的・地域的
な固有の視点を持ちつつ、専門科目の中から自らの修学
目標に合致した授業科目を中心に履修することにより軸
足となる専門知識を深化させます。この結果、
● 新時代の芸術文化を担うアーティストに象徴される高
度な能力
● クリエイティブな産業のコーディネーターに象徴され
る高度な能力
● 新たな地域文化のリーダーに象徴される高度な能力
を有する高度専門職業人が養成されるカリキュラム体系
としています。
